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見 学 日 程

9月 22日

福 山一 福山東I.C―一早島Io C一一与島P.A―一坂出I.C―一―丸亀城――
8:00 9:05  9:25 10:00  11:00

―善通寺 (昼食)一一善通寺市立郷土館――王墓山古墳
―
宮ヶ尾古墳―

11:20     13:20    13:30 14:00   14:10  15:10   15:20  16:10

-神谷神社

―

白峰寺一―一坂出 (7白 )坂 出簡易保険保養センター
16:15  17:00   17:30  18:00  18:10

9月 23日

坂出簡易保険保養センターー 高松城跡一一高松港県営桟橋
～～～女木島港型邸

8:30 9:00  9:30   9:40 10:00     10:20  10:25

-鬼 ヶ島洞
―
女木島港～～～～高松港県営桟橋

―

栗林公園 (昼食 )一一
13:20 13:40 13:50    15:00

-四国村

―

高 7A~坂 出I.C―一一早島I.C一―一福山東I.C―福 山
15:25  17:00 18:05 19:00       19:25

①

②

③

注 暮 事 項

団体行動ですので集合時間等、本部の指示にしたがってください。

困ったことや異常がありましたら直ちに本部へお知らせください。

ゴミは所定の場所に捨ててください。

―~
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善通寺市の南部に広がる谷:=は 、その奥部である西側から東側に向かつ

て七基の前方後 III壌が築かれている。 ヽ

理に、1ヒ原古墳・菊塚古墳・王墓山古墳・ 1ヒ向神社古墳・鶴ガ峰 1‐ 2

号墳・遠藤塚古墳、がそれらである b

三墓i珈 古墳を除いて正式な発掘調査が行われていないので 、詳細は不明

・ぞあるが、繋 抜形石精 〈善選寺 itt~立郷土館収蕪 )、の議圭してしヽる0達藤塚

古墳がその古墳群のなかでも一番古いものと考えられ:古壇時代前期に築

造された ものと言える十

続いて、前方部が広がらない墳形を持ち、竪穴式右室を持つと言われる

ご≫鶴ガ峰 1号積や0同 2号 墳、④北海神社古境、0王墓由古墳、等のグル

ープが築造されたと推定されている。

この うち、王墓山古墳は全長45mの前方後円墳で、横穴式石室が確認碁

れているが、多くの金鋼製品や玉類が出土ヒ′ているも世紀前半築造のもの

である。それだけでなく、石室内には葛簿という特 Ellな板石の埋葬施設 (

九燿地方に多 |ゝ }が見つかってお り、注目される古墳である )

さらに、平地に立地す る0菊塚古墳や⑦北原古墳が続くものと考えられ

このように、有力な彗長墓と考えられるこうした繭方後 lII墳が連続 i′ て

築かれていることからもt古 代においてこリ ー帯が重要な地域で jも つ式II

とが推測されるのである。

また、この谷の南側には横穴式石定を持つ富ガ尾古境がある。この占1義

:ま 罐蕪4i年に儒然発見されたものであるが、石室長約4,5鶏のその奥壼西鸞

に線・ tll画 が機かれていたことで有名である。 6名 ′)人物、船・購馬人物・

胎・人物の順に描かれてお り、被葬者への鎮魂の意味を持つものと推測さ

1してヤヽる。        '
このほか韓善通寺市内に lま (盛 り上の代わ りに接 :彗 装を用いて文字通 り

石を横ん・ξ築いた積石塚があることも注目される:先程の遠藤燦古墳など

よりも古い古墳 として 、野田院古墳、経塚苦墳〔臓貸塚古墳
´
、丸山 1号犠

め前方後円墳が存在している。
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善通寺市立郷土館

郷土館の沿革

善種寺市は讃岐古代文化発祥の地として県内外より注目されている。昭和27年 に文イヒ

財保護条例をつくり,昭和32年 には旧陸軍の施設を市役所構内に移転して「文化財陳列
館」を開設した。昭和37年 :0月 3日には善通寺市立郷土館設置条例を制定し「市立郷土剛
と改称した。そして昭和55年 6月 25日 階行社を改修復元することによりその面目を一新し
た。偕行社は明治30(:903)年 5月 新築落成したもので木造平屋建寄棟で面積は5305平方
メートル (193.5坪),大正‖ (:922)年 11月 ;6・ :7日 の両日陸軍特31大演習のため摂政官
殿下 (今上陛下)が御仮営所として御宿泊された由緒ある明治建築である。

展 示 品の概 要   i

考古資料

○旧石器時代 :石器(102)

○縄文時代 :石器(35),土器(4D,土偶(1).獣骨(D

O弥生時代 :石器(236),土器(71)
パネル

銅剣(3),銅鐸(復製品 11写真 l)

甕棺(4)

○彼ン宗遺跡出土品 (150)

○善通寺茜遺跡 :櫂 (2),1土器(43)。 写真(4)

市立郷土館



○古墳時代 :石棺(2)`甕棺 (5),家型埴輸(1),

、    壺 (2),宮が尾絵画古墳拓本(1),

円筒埴輪(4),骨壷(5),副葬品(6),

石棺石枕(復製品)(I)

○自鳳時代 :仲村廃寺遺跡出土品 (20)

歴史資料

○軸物 (善通寺一円保差図,通行手型,屏風浦八勝

地図,古瓦拓本)   ′

O神社 (本熊野神社御由留輪
`的
板,古語録 )

○寺院 (善通寺五重塔供養本し,宗門改帳,富 くし)

○古文書 (高国家外数十点 )

○藩札及び各種通貨  ○板本

o各種出版物

木熊野神社 (中村町)統屋控帳

地下の横穴式古lrtで全長約 9メ ー ト
ル、奥壁に線刻で騎馬武者や舟力1画か
れている。壁面は内容が豊富で優れて
いる。全体として l・Jを表現 しているの

だろうか。ロマンに富んだ絵画である。

明治のはじめ名東県(徳島県

と香川県が合併)時代につくら

れたもので五岳の南山麓、善通

寺、大池などを中心に描き当時

の字名と戸数が記入されている。

貴重な資料である。

(神原家提供 )

宮が尾古trtの絵藤1(舟 )

善通寺村絵地図
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もので夏帽子を作るのに使われた。
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するために用いられた。

指物膳の一種。ふた f∫ きの箱
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時には蓋を要返 して盆とした。
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ね こ ぐるま

猫 車

一輸車で、坂道や狭い道を通ろ

時便利なように車輪の大きさt荷
台の曲線などを配慮 してある。

ば  ん  ぎ

明だi14年より明治 20年頃職員

員室の11の廊下につろしてたたい

て時報を知らせた。

(善 ,こ 寺市立西部小学校提供)

弥生時代の青銅製利器.柄 (つか)部が筒状の矛 (ほ
こ)に 対して、柄部に短い茎 (なかこ)の あるものをい
う。古くは細形銅剣のように実用的な■のであったが、

国内で鋳造されるにつれ、平形鋼剣のような非実用的な

形へと変化した。この平形鋼剣は市内与北IBI陣山か ら奈

良多二郎 さん (故人)が発掘したものである。

!894年 (明・27)

1897年 (明・30)

19184ド (大・ 7)

19184「 (大・ 7)

1918年 (大 '7)

:934年 (lx4・ 9)

:9394「  (llH・ 14)

1942年 (l14・ 17)

ころ  銅剣
ころ  平形銅剣
5月 27日 細形銅剣

5月 27日 平形鋼剣

5月 27日 狭鉾銅鉾

3月 12日 平形銅剣

5月 19日 平形釧郷l

3月   平形銅11

7口 有岡南原

2口 善通寺町

5日 善通寺町瓦谷

2口    ″

l口    ″

4日 占1京町我拝師山麓

l「I     ″

3日 与北町陣山

陣は1の平形銅剣



銅鐸 (どうたく)

弥生時代の青鋼器で梵鐘を偏平に押しつぷしたょぅな

筒形でξ上部から下部にすそ広がりになる。頭部に半円

形のつまみをつけ、そこから身の左if両 01に帯状のひれ

がある。昭和40(1965)イ 1三 我拝 FJ5山麓で菅:1彦 さんによ

って発見されたこの31畔は二区横イil、 流水文の文様で高

さが29.5セ ンチで、現在は文化lilに保存されている.

なおこの31鐸と同範関係31鐸が大阪府11中 市大字桜塚

原lll神ネL境内から出上しており、昭和 50年 には大阪府

東奈良遺跡で本31鐸の鋳型が発見された。

我 |「師山の鋼鐸 (どぅたく)
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